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アンケート結果の総合分析 

 

１ 各アンケートの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 総合分析 

（１）農業者の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

（１）市民アンケート 

【調査対象】 18歳以上の市民１，０００名（無作為抽出） 

【調査期間】 令和６年７月３日から７月３１日 

【回収率】 ２５．１％（２５１件回収） 

（２）農会アンケート 

【調査対象】 市内47農会の農会長 

【調査期間】 令和６年７月８日から７月３１日 

【回 収 率】 83.0％（39件回収） 

（３）畜産農家アンケート 

【調査対象】 市内畜産農家３戸 

【調査期間】 令和６年７月９日から７月31日 

【回 収 率】 ６６．７％（２件回収） 

（４）地域計画アンケート 

【調査対象】 市街化調整区域農地所有者及び耕作者 

【調査期間】 令和５年度及び令和６年度に順次実施 

【回 収 率】 ８８．４％（1,209件/1,368件） 

地域計画アンケートの結果から、農業者の現状について見てみると、今後 10 年で規模拡大の

見込みがある農業者は４％しかおらず、現状維持が 53％、規模縮小（離農も含む）が 41％とな

っており、後継者有りと回答した人は２５％しかいなかった。 

このような厳しい状況の中、農地所有者に対して農地の集約化の可能性について聞いたとこ

ろ、58％の農業者が相談に応じることはできないと回答している。 

農地の貸付については、相談が可能と回答した農地所有者は 50％だった。貸付の相手として

は、集落内の農家（３９％）、企業（25％）、集落外の農家（19％）、新規就農者（18％）の順になっ

ており、企業参入等を受け入れる可能性はあるものの、できる限り集落内で担い手を見つけた

い意向が確認された。 

また、農会アンケートでは、新規就農者や企業へ農地を貸す場合に懸念されることとして、た

め池・水路の管理等に協力してくれない恐れがあること（62％）や、農地管理を適正に行わない

可能性があること（44％）が上位に挙げられた。 

なお、農会アンケートの結果からも、後継者・労働力不足が一番の課題（77％）として挙げられ

ているものの、今後 10 年で力を入れたいことは作業委託（38％）やその受け手となる組織づく

り（31％）となっており、まずは集落内の作業受委託により労働力不足を解消したい意向が確認

された。 
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規模拡大

4%

現状維持

53%

規模縮小（離

農も含む）

41%

未回答・不明

2%

今後の農業経営に関する意向（概ね10年後）

Ｎ＝1,209

出典：地域計画アンケート

有り

25%

無し

61%

未回答・不明

14%

後継者の有無

Ｎ＝1,209

出典：地域計画アンケート

可能

42%
不可能

58%

地域内の農地集約化に向けて、

所有農地の交換の相談が可能か

Ｎ＝1,007

出典：地域計画アンケート

可能

50%

不可能

50%

所有農地について、新規就農者や

企業への貸付の相談が可能か

Ｎ＝988

出典：地域計画アンケート

18%

25%

19%

39%

新規就農者

企業

集落外の農家

集落内の農家

貸し付けてもよい相手

Ｎ＝758

出典：地域計画アンケート

6件(15%)

4件(10%)

6件(15%)

24件(62%)

9件(23%)

17件(44%)

0 5 10 15 20 25 30

無回答

その他

集落内でトラブルを起こす恐れがある

ため池・水路の管理などに

協力してくれない恐れがある

１～２年で返される恐れがある

農地管理を適正に行わず、近くの農地に

悪影響を及ぼす影響がある

問３ 新規就農者、農業法人等に農地を貸したり、売る場合に

問題と思うこと。

Ｎ＝39 

出典：農会アンケート 
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（２）市民の現状 

 

 

 

 

 

 

 

1件(3%)

2件(5%)

12件(31%)

14件(36%)

6件(15%)

5件(13%)

22件(56%)

10件(26%)

16件(41%)

30件(77%)

0 5 10 15 20 25 30 35

無回答

その他

税金（相続税、固定資産税）

農会の維持

近隣住人の苦情

機械の更新

水路・ため池の管理

宅地化による農地の減少

耕作放棄地の増加

後継者・労働力不足

問１ 現在困っていること。今後10年で特に問題になりそうなこと。

Ｎ＝39 

出典：農会アンケート 

7件(18%)

4件(10%)

1件(3%)

9件(23%)

12件(31%)

8件(21%)

11件(28%)

15件(38%)

7件(18%)

0 5 10 15 20

無回答

その他

地域や学校（子どもたち）向けの

収穫体験イベント

減農薬・減化学肥料・緑肥や堆肥の利用等

作業受託や貸借により計画的に

利用調整できる組織づくり

新規就農者等への農地の貸借、売買

担い手への農地の貸借、売買

田植えや稲刈りなどの作業委託

機械の共同利用

問２ 今後10年で特に力を入れて取り組みたいこと。

Ｎ＝39 

出典：農会アンケート 

市民アンケートの結果から、農産物を購入する際に気にすることについて見てみると、無農薬

栽培や有機栽培であることを「特に気にしない」という人が最も多く（57％）、「環境に配慮した

栽培方法であること（20％）」、「有機栽培であること（13％）」、「無農薬栽培であること（10％）」

の順になっている。 

年代別の内訳を見ると、「無農薬栽培であること」や「環境に配慮した栽培方法であること」で

は、50 代から 70 代の割合が大きい。一方、「特に気にしない」では 30 代以下の割合が大き

い。 
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33件(13%), 

有機栽培であ

ることを気に

する 25件(10%), 

無農薬栽培で

あることを気

にする

51件(20%), 

環境に配慮し

た栽培方法で

あることを気

にする

142件(57%), 

特に気にしな

い（値段や店

の利便性等で

判断）

問４ 農産物を購入する際に無農薬栽培や有機栽培である

ことを気にするか

1%

0%

0%

0%

0.4%

12%

4%

4%

6%

9%

25%

8%

12%

18%

20%

21%

22%

16%

21%

21%

16%

24%

20%

21%

19%

11%

16%

12%

9%

12%

11%

25%

24%

18%

16%

3%

2%

12%

6%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に気にしない

（値段や店の利便性等で判断）

環境に配慮した栽培方法で

あることを気にする

無農薬栽培であることを

気にする

有機栽培であることを

気にする

全体

【問４×年代】 農産物を購入する際に無農薬栽培

や有機栽培であることを気にするか

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 

今後、農業に関わってみたいかについて見てみると、「自分で野菜や果物を作ってみたい

（52％）」、「子どもに農業体験をさせてみたい（25％）」等となっている。一方、「農業にはあまり

関心がない」は 26％であり、何らかの形で農業に関わってみたいとする人が多くを占める。 

年代別の内訳を見ると、「自分で米を作ってみたい」では、40 代、50 代の割合が、「子どもに

農業体験をさせてみたい」では30代、40代の割合が大きい。「農家に行って農作業を手伝って

みたい」では、50 代、60 代の割合が、「保全活動に参加してみたい」では、50 代の割合が大き

い。全般に、40代、50代の参加意向が高い傾向が伺える。 

小学校の農業体験については、米作り、野菜作りとも関心が高く、「全校で農業体験ができる

とよい」も 50％となっている。 

21件(8%)

65件(26%)

27件(11%)

47件(19%)

64件(25%)

30件(12%)

131件(52%)

0 50 100 150

その他

農業にはあまり関心がない

ため池清掃や草刈りなど農地や環境を

保全する活動に参加してみたい

農家に行って農作業を手伝ってみたい

子どもに農業体験をさせてみたい

自分で米を作ってみたい

自分で野菜や果物を作ってみたい

問６ 今後の余暇時間の活用や生きがいとして、農業に関わって

みたいか

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 
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2%

0.4%

5%

8%

7%

6%

9%

7%

11%

9%

5%

22%

19%

11%

34%

13%

19%

20%

10%

22%

15%

23%

27%

37%

20%

21%

10%

20%

37%

26%

16%

27%

18%

19%

19%

9%

7%

21%

5%

10%

13%

12%

43%

17%

11%

11%

8%

7%

14%

16%

10%

2%

4%

2%

2%

5%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他（すでにやっている、やりたいが

体力的に無理 等）

農業にはあまり関心がない

ため池清掃や草刈りなど農地や環境を保

全する活動に参加してみたい

農家に行って農作業を手伝ってみたい

子どもに農業体験をさせてみたい

自分で米を作ってみたい

自分で野菜や果物を作ってみたい

全体

【問６×年代】今後の余暇時間の活用や生きがいとして、

農業に関わってみたいか

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

4件(2%)

4件(2%)

125件(50%)

182件(73%)

153件(61%)

0 50 100 150 200

その他

農業体験はとりいれなくてもよい

全校で農業体験ができるとよい

種まきから収穫まで野菜作りを

体験できるとよい

田植えや稲刈りなど米作りを

体験できるとよい

問９ 小学校の学校農園や農業体験についてどう思うか

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 
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ため池の保全活動やイベントについては、63％が「全く知らない」と回答しており、92％が保

全活動にもイベントにも参加したことがないと回答している。一方で、今後の参加意向について

見てみると、保全活動には 17％、イベントには36％が参加してみたいと回答している。 

今後の都市農地についての考えについては、「今ある農地はできるだけ多く残してほしい」が

62％となっている。 

農業や農地について感じていることとしては、「季節を感じることができる」、「新鮮な野菜を

供給している」、「緑を豊かにしている」等が上位を占めた。畜産農家アンケートでは、回答のあっ

た両農家とも近隣住人の苦情に困っているとのことだったが、農業全般に対する市民のイメー

ジとしては、「農薬散布が気になる」や「臭いや農機具による騒音などが気になる」等のマイナスイ

メージはほとんど見られなかった。 

1件(0.4%)

159件(63%)

64件(25%)

59件(24%)

0 50 100 150 200

無回答

保全活動についてもイベントについても

全く知らない

ため池で行われるイベント（野鳥観察会、

レンコン掘り大会、オニバス観察会等）に

ついて知っている

ため池を保全する活動（ため池クリーン

キャンペーンやかいぼり等）について

知っている

問１１ ため池の保全活動やイベントについて知っているか

231件(92%)

11件(4%)

10件(4%)

0 100 200 300

保全活動にもイベントにも参加したことがない

イベント（野鳥観察会、レンコン掘り大会、オ

ニバス観察会等）に参加したことがある

保全活動（ため池クリーンキャンペーンやかい

ぼり等）に参加したことがある

問１２ ため池の保全活動やイベントの参加経験

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 
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3件(1%)

139件(55%)

90件(36%)

42件(17%)

0 50 100 150

無回答

保全活動にもイベントにもあまり関心がない

イベント（野鳥観察会、レンコン掘り大会、

オニバス観察会等）に参加してみたい

保全活動（ため池クリーンキャンペーンやか

いぼり等）に参加してみたい

問１３ 保全活動やイベントの今後の参加意向

1件(0.4%)

7件(3%)

57件(23%)

79件(31%)

155件(62%)

0 50 100 150 200

無回答

農地は住宅地になってほしい

農地は公共施設用地（公園・緑地等）になっ

てほしい

住宅地にある農地は減っていっても仕方ない

住宅地にあるなしに関わらず、今ある農地は

できるだけ多く残してほしい

問１５ 都市の農地についてどのように考えるか

6件(2%)

21件(8%)

51件(20%)

9件(4%)

9件(4%)

7件(3%)

7件(3%)

59件(24%)

77件(31%)

151件(60%)

89件(35%)

106件(42%)

0 50 100 150 200

その他

あまり関心がない

耕作放棄地など荒れている農地が気になる

臭いや農機具による騒音などが気になる

農薬散布が気になる

季節によっては土ぼこりなどが気になる

災害時の避難場所として役立つ

子どもの教育や農業体験の場として役立つ

自然や生態系の保全の場として役立っている

季節を感じることができる

緑を豊かにしている

新鮮な野菜を供給している

問１６ 農業・農地について感じていること

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 
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 問 ３  経営において、現在困っていること、また、今後 10 年間（2034 年頃まで）で 

特に問題になりそうなこと            出典：畜産農家アンケート N=2 

経営で困っていること 世帯数 経営の意向 世帯数 

後継者・労働力不足 0 預託料の高騰 0 

資材・飼料等の高騰 2 借入金の返済 1 

生乳価格の下落 0 近隣住人の苦情 2 

税金（相続税、固定資産税） 0 子牛（肉牛）の販売価格の下落 0 

機械・施設の更新 1 販路 0 

合計 6 

 

（３）今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農会アンケートの結果から、今後 10 年間で力を入れるべきことについて見てみると、「ため

池・水路の維持管理の支援（59％）」が最も多く、「新規就農者や若手農家の育成・支援

（38％）」、「有害鳥獣・特定外来植物の駆除（36％）」、「地産地消の推進（38％）」、「学校給食で

の明石産農産物の利用拡大（33％）」等となっている。 

一方、市民アンケートの結果から、これからの明石市の農業・農地に期待することについて見

てみると、「学校給食・直売等への新鮮で安全な農産物の供給（76％）」が最も多く、次いで「環境

に配慮した農業（減農薬・無農薬・有機栽培等）の推進（39％）」、「緑豊かな環境や生物多様性を

保全する役割（37％）」となっている。 

また、市民が農家とともに農業を育てていくために必要と思うことについては、「明石市産の

米や野菜を手軽に購入できるようにする（76％）」が最も多く、次いで「明石市の農業に関する情

報の提供（29％）」、「市民が農作業に参加できる機会づくり（27％）」となっている。 

これらについて年代別の内訳を見てみると、「市民が農作業に参加できる機会づくり」では、

40 代から 60 代の割合が大きい。また、「明石市の農業に関する情報の提供」では、60 代、70

代の割合が大きかった。 

以上のような結果から、農業者・市民ともに関心の高い地産地消の推進について、積極的に進

めていく必要がある。自由意見でも、学校給食での利用、直売所の充実、農業体験のイベントの

検討などを求める声が多く見られた。 

また、農業者が最も求めている、ため池や水路の維持管理への支援については、市民参加型

の保全活動について検討していく必要がある。前述の保全活動への参加意向についての回答か

ら、一定数は関心のある市民がいると考えられるので、このような市民を巻き込み、新たな取り

組みを検討していくことが期待される。 
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1件(3%)

13件(33%)

15件(38%)

5件(13%)

2件(5%)

3件(8%)

3件(8%)

4件(10%)

3件(8%)

14件(36%)

9件(23%)

3件(8%)

7件(18%)

23件(59%)

5件(13%)

2件(5%)

13件(33%)

12件(31%)

14件(36%)

9件(23%)

15件(38%)

10件(26%)

0 5 10 15 20 25

無回答

学校給食での明石産農産物の利用拡大

地産地消の推進（直売所やマルシェの支援）

市民への明石の農業のＰＲ（出前授業など）

保育施設・学校の農業体験の支援

農業と福祉の連携

農業ボランティアの育成・支援

市民農園の開設支援

農業の多面的機能の啓発

有害鳥獣・特定外来植物の駆除

減農薬・減化学肥料・緑肥や堆肥の利用等の推進

ため池のかいぼり、一斉放流等

ため池の活用（           等）の推進

ため池・水路の維持管理の支援

農地の集積化支援

共同機械の導入支援

ほ場整備・施設整備等の支援

野菜生産（     ・       ・    等）の支援

水田農業（稲作）の支援

集落営農組織の育成・支援

新規就農者や若手農家の育成・支援

認定農業者や中核的農家の育成・支援

問４ 今後10年間で、どんなことに力を入れるべきか。

Ｎ＝39 

出典：農会アンケート 

1件(0.4%)

1件(0.4%)

16件(6%)

31件(12%)

92件(37%)

97件(39%)

190件(76%)

0 50 100 150 200

無回答

その他

防災空間としての農地の確保

市民農園や農業体験ができる市民のための農

地の拡大

緑豊かな環境や生物多様性を保全する役割

環境に配慮した農業（減農薬・無農薬・有機

栽培等）の推進

学校給食・直売等への新鮮で安全な農産物の

供給

問１７ これからの明石市の農業・農地に期待すること

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 

担
い
手 

生
産
振
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保
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共
創 
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2件(1%)

3件(1%)

30件(12%)

12件(5%)

62件(25%)

73件(29%)

192件(76%)

68件(27%)

0 50 100 150 200 250

無回答

その他

農地やため池保全のための施策の推進

農業に関する市民講座などの開催

緑や水田のある農業景観を活かしたまちづくり

明石市の農業に関する情報の提供（広報・産直マッ

プ・インターネットなど）

明石市産の米や野菜を手軽に購入できるようにする

市民が農作業に参加できる機会づくり

問１８ 市民が農家とともに農業を育てていくために必要と思うこと

3%

1%

0.4%

10%

6%

8%

10%

6%

9%

50%

33%

13%

25%

19%

18%

20%

19%

20%

17%

8%

16%

22%

21%

26%

21%

33%

17%

25%

23%

16%

19%

21%

19%

33%

17%

17%

8%

14%

9%

18%

12%

50%

17%

17%

19%

21%

15%

9%

16%

7%

8%

8%

1%

4%

1%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

その他

農地やため池保全のための施策の推進

農業に関する市民講座などの開催

緑や水田のある農業景観を活かしたまちづくり

明石市の農業に関する情報の提供

（広報・産直マップ・インターネットなど）

明石市産の米や野菜を手軽に購入できるようにする

市民が農作業に参加できる機会づくり

全体

【問18×年代】市民が農家とともに農業を育てていくために必要と

思うこと

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

Ｎ＝251 

出典：市民アンケート 


